























































































与論島 与人 喜久 里
右者初役より弐拾八ヶ年正道致精勤、砂糖作発起より無'解怠御用向懸心頭、百姓中
二も一統心服いたし、殊二就御慶事献上物取仕立方並此節御慶事二付而も致上国、沖
永良部島江御用二付九度致渡海、其外先年御仕向替之節も致渡海長々滞在繁雑之御用
致弁別いたし、琉球江封王使渡来二付御見次物才領として渡海首尾能相勤候儀も有之、
（ママ）
当時專御用立者二而先祖代与人七代引続相勤候段、在番諸島掛生産奉行申出趣有之、
右通多年正道致精勤殊二先祖代より与人七代引続相勤候付秀別段之御取訳ヲ以右之通
被仰付、一字名字相用候儀被成御免、二男よりハ此内之通被召置候
右申渡島在番江も可申越候
十 月知政所
これは1869年（明治2）の文書であるが、それによれば東家は、先祖代々7代に亘って与人
を勤めたことになっている。島役人として農民を指揮・監督するだけでなく、島津家に“御慶
(1)久野謙次郎筆記・柏常秋校訂『南島誌・各島村法』119ページ、同137ページ。
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事”があれば献上物を持って“上国”し、琉球に冊封使が渡来すれば、見次物を持って渡海す
るなど、島津氏の大島支配にとって重要な役割を果たしていた。その功績が認められて、与論
島で唯一の士族として取り立てられたのである。
（二)．高井家の場合、嘉久氏の父が名瀬の糖業試験場で1年間研修して帰り、“モハンバ”と
呼ばれる製糖場を設立した。昭和初期には2，3ヶ所の“モハンバ”があったが、それを借り
て黒糖を製造する農家が少なくなかった。そのさい農民たちは借料として黒糖を1挺につき10
斤ずつ持ってきたという。また、農民たちは焼酎を造るために高井家から甑を借りていくこと
があったが、お礼として1回につき5合ずつ持ってきたので、高井家では焼酎を切らしたこと
はなかったという。
㈱．また高井家には数人の小作人がいたが、いわゆる“チクイワーキ”で製糖期になると収
穫の半分を高井家に納めていた。小作人の中には、種子島に出稼ぎに行ったもののうまくいか
ずにUターンしてきた者が多かった。なお、終戦後になって裾分家にも13人の小作人がいたカミ
彼等も収穫した甘藷の半分ずつ裾分家に納めていたし、裾分家の新築のさいには、みんなで手
伝いにきてくれたものだという。
（'、)．前掲の『南島誌・各島村法』には「年季抱の事」に関する報告があるが、それによれば
喜界島では大島とほぼ同じで、5ヶ年を1期とし、「その強壮の男は身代糖2千斤より2千4，
5百斤、女子は5，6百斤（？）を通例とす。又無年季にして身を売るものは、2千5，6百
斤より3千斤許。その老幼と微弱に従ひて差あり。これ皆各島と同じく利子の代りに使役する
（2）
ものなり」と記されている。また徳之島の場合は、「男女とも身代糖3千斤より4，5千斤に
至る。その年限を5ヶ年若くは10ヶ年として利子の代りに使役するの例なり。故に満期に至る
（3）
もその元糖を償還するにあらざれば出づること能はず」と記されている。また沖永良部につい
ては、「男女とも大略米9石又は10石を貸し、10年を1期と定め、1ヶ年利息3割にして、こ
の利子の代りに使役するものとす。然して満期に至りて元米を還付するにあらざれば出づるを
許さず。(中略）又膝生といふものあり。これ家蝉私生の子にして、主家に養育せられるもの
（4）
なり。その独立するや米3斗入り32俵を弁償するを常法とす」とある。このことについて金子
好は、「奄美大島に於けるく家人〉の研究」の中で、「此の慣習は奄美大島の殆んど全般に亘
（5）
って行はれて居たのである」と述べている。
(卜)．増尾国恵は与論島のンダ（＝膝素立）について、次のように述べている。
身売の期間は負債の多寡にもよるが大体与論では男女61歳までとし身代は米32俵
としてゐる。借り受けた借財を償還し得れば何時でも自由の身となることが出来たが、
(2)～(4前掲『南島誌・各島村法』159.169.179ページ。
(5)『名瀬市史資料第2集』所収
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下女は主家において子を3人産んで主人に上ぐれぱ身請を許されて其の後は自由の身
となるのである。此の子が膝素立と称せられて61歳まで家人として奉公せねばならな
い。膝素立と謂ふのは与論で言ふンダの事で下女力灌んだ子供を主人の膝下で養はれ
たといふ意味で膝素立とも言った。これこそ生れながらのンダ（下人）であり、奴隷
の身分に近い存在であった。このンダは普通の家人とは身分が多少違ふ。与論でンダ
の多かったのは、一つはンダが皆生れながらの家人として財産視されたがためである。
主家の2男3男が分家をしたり又は娘が嫁入りしたりするときに1人か2人位のンダ
（6）
が追従して、そのまま分家先嫁入先の家でもンダとして使役せられる場合もあった。
なお、山下兵志氏によれば、インダを雇う時は年齢や体格を見て決めたが、米で35俵が最高
であった。しかし、借用証書に記されている通りに米をちやんと受け取っていたとは限らない
ようだ。また、インダはインダ同志で結婚するのがつれであったが、インダが嫁ぐ時に子牛を
1頭つけてやることもあったという。
（ﾁ)．前述したように、与論島のインダが急減したのは、1899年（明治32）から1901年（明治
34）にかけて、殆んどのインダが長崎県口之津へ移住したためであった。当時戸長をつとめて
いた上野応介は「茶花のミダーラに5，6町歩の広大な不動産を所持し、立長の長崎にも4，
（7）
5町歩の不動産を所持し下男下女5，6人を使役して」いたが、率先して移住を呼びかけ、ま
ず1899年（明治32）2月に女婿の東元良（前記の東氏の祖父で当時役場の書記）に引率を命じ
て400名を移住させた。そして翌年にも100名を送り出し、1901年（明治34）には、自ら戸長
を勇退して400名を率いて口之津へ渡ったという。沖縄あるいは奄美大島の他の島々で、南洋
移民や出稼ぎのために離村していく農民が多くなったのは、1920年前後あるいはそれ以降のこ
とと思われる。与論島ではそれより20年も前に行政当局の主導によって大がかりな移住が行わ
れていたのである。その大半はインダたちであったようだ。このことについて増尾国恵は「募
集があったので全島のンダは全部1人も残らず之に応じて､主人には身代の幾分を償却して出発
（8）
し、遂にンダの種族は全く消え去ったのである」と述べている。“ンダ”が1人も残らず移住
したというのは、かならずしも正確ではないが、このことは「ウェーキ・インダ関係」の変化
と消滅について考えるさいにきわめて重要なことである。
（ﾘ)．インダが殆んど島を出てしまったあとは、“テイマドゥイ”（手間取り）や小作人がイ
ンダにかわってウェーキに労働力を提供し、あるいはウェーキの土地を借りて耕作するように
なった。小作についてはすでに略述したが、“テイマドゥイ”については次のような事例があ
る。たとえば東家では、元良が自分の家のインダたちを率いて口之津へ移住したので、啓洋氏
の母マチさんが嫁いできた頃は、すでにインダは1人もいなかった。しかし、農繁期になると
(6)増尾国恵『与論島郷土史』128ページ
(7)同上150～151ページ
(8)同上129ページ
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“ティマドゥイ，&を雇って仕事をさせていたようだ。雇料は男が50銭、女が30銭であった。そ
れより数年前、すなわち1920年代の前半に記された山下平志氏の日記には、「雇」に関する興
味深い記事がいくつかある。当時山下氏は村長であって農民の勤労意欲を高めるためにいろん
な方法を示し、具体的な指導をおこなっていたが、その時期に記したメモの中に「予算例」が
あって、その支出項目の中に「雇料60」・「臨時雇30」というのがある。恒常的な「雇」につ
いて聞くことができなかったが、「臨時雇」については、日記の中にも次のように記されている。
大正13年1月20日日曜北風強旧15日
（前略）本日より○○（人名、筆者）雇入砂糖製造着手（後略）
同年1月22日北風静曇らず晴れずの天候なり旧17日
(前略）1．本日ハ新助叔父、恵仁俶父親子雇入製糖加勢をなさしむ。
1．島平叔父雇入肥料積方依□す（後略）（※□は判読不能）
これによると「臨時雇」は、今日はAさんの家で働き明日はB家で働く日傭（ピイーヨー）
もおれば、親戚が手伝いに来ることもあったようだ。なお、前掲の大正13年（1924）1月22日
の記事には、「今朝5時目覚たけれハ彼等を起し朝の仕事を命じ、6時床中を出て初めて庭の
（ママ）
掃除をなす」とあるが、その「彼等」も「雇」あるいは「臨時雇」として砂糖製造のために雇
われていたのであろう。
（ﾇ)．上記の「雇」や「臨時雇」のほかに、与論島では「糸満売」もさかんに行われていた。
糸満の漁師たちがサバニでやってきて追い込み漁をしているのを目のあたりにして、貧しい農
家の息子たちが自ら希望して売られていくケースもあったが、大半は家庭の事情でやむなく売
られていったものと思われる。その中には学齢期の児童も含まれていたのであろう。前記の山
下氏の日記によれば、大正11年の7月4日から13日にかけて山下氏は、各字で巡回講演をして
いるが、その中で教育の問題とのかかわりで「糸満売」のことにもふれ、「糸満二学齢内児童
ヲ遣ラヌコト」を強調し農民たちを説得している。
(｢調査報告1」は波平が、「調査報告2」は仲地が執筆した）
